
地震初動の大いさを求める簡単を

方法とその庭用に就て

杵 島 磨

(1)緒言 従来地動を求めるのに地震記象から得た値を単に基本倍率で割デった値を

以つで地動の大いさと見なす場合が多かったが，それが果して農の地動を表はすもの

であるかどうかは甚だ疑問である。とのととは既に以前から注意されてゐることで，

地震計理論の護法を促し，種々の考案がなされたが，賓際に庭用するにはあまりにも莫

大な努力と時間とを必要とするために今日でも依然従来と同様な方法が多く用ひられ

てゐる。併し乍ら最近の如く地震動が定量的に研究されて来ては;地震記象から農の

地動を求める簡便左方法が切寅に要求される著者は此の目的。~に嘗って H. P. 

Berlage氏が用ひた式並び、に結果をその佐借用し不足の部分を補って，地震記象から

真の地動。初動附近の振幅の大いさ並びに週期を求める表を作り，之を二三の深夜地

震に就て遁用してみた。

(2)計算の方法 _Berlage氏は地震の初動附近を弐の式にて表されるものと仮定し

た。 gpち z を地面の愛位とすれば
x=Ate-αtsinωt . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . .・・・・・(1 ) 

設に A 及び、 α(>0)は常数，tは時間， ωは 27rを地動の週期 T巴で割ったイ直であ

る。 (1)式に依る地動は t=Oの時 x'=O、を以ーって始まれ共の後 A 及び αなる常

教の値弐第で種々の有様にて増大及び減衰する振動にて表はされることKなれ在来

屡々仮定されたが如き単なる正弦運動としたものよりも透かに真に近いものの様に息

はれる。さて地震計の制振作用は速度に比例し回鰻摩擦の影響はたいものとすれば，

地震計描針の運動方程式は

p+2εc:p+n2(p=-V必 ・......o.o.o.o.o.o.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(2)
となる。裁に cpは描針の静止貼からの愛位で， εは制振係、数， 1iは地震計の閏有週

期 Toで 271ーを割ったもの，V は基本倍率であるo 更に

与=孔十=μ，主主=V，ωt=y・・ …・・‘・…-…........c3) 
αW  (d ‘ 

と書き簡草のために A=ω， V=1・・・・ y・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ J・・・・・・(4)

とjないて (2)式を書直せば

d2.，，: 
'φ+2λ<t+μ.zcp=:=一一一ーCye，-vYsiny)・・..........・・・・・・ L・・・・(5)

. dy2 ¥0 宇‘、

となるO この一般解は
a 

(97 ) 



伊一ye-門寸v附VY[c卜いωω州OωS切叫y.
+2e- Vy rωy・ l(].-v2)全十2uE一旦十 vJL'~

..tf， ..tf， 'f 'f ，) 

+siny.J (1 ーが)主-2 全+JL+λ~l
..tf， :.tf， 'f 'f ) I 

+Ke-λ均OS(YYfi':!.二子)+Le一λY.:;In(yVfi':!.二子)・・・・・・・・・・(6 ) 

ふで輿:へ‘られる。但し

.p=ν2+μ2.-2A.vー 1，φ=: (ν-A)" r=p:!十q2，) 2 ，- . ;L ， I 
十 ・・・・・・(7)

?す(門2)仰心 Q=-p刊十pq'!.，R二 r2)

.K及';て]:Lは最初の僚件

(cp)t=oこ D (φ)t=o=O・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(8)

から求まる常数である。そとで (3)の値を奥へると (6)式より描針の運動が分る，

故に孔， μ，v， gpち ε，ωyα，の種々の値に封ずる伊が計‘算されてj去れば、'逆に措針

の運動gpち地震記象より ω，αが求まり員の地動が奥へられる誇である。

(3)園表と庭用例 Berlage氏は制振作用の強さを減衰比 1:5gpち

入=0.456μ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(9)

とし

μ= 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 ) 
~ ....•...•.•...... ~ . . . ・・・(10)

ν= 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5) 

の場合に就き結果を園示し且っこの範固に於て験測に庭用し得る μ，v K釘するダイ

アグラムを捺へてゐる。併し乍ら寅際観測された深護地震の初動附近の記象を見ると

第一第二振幅が大きく第三振幅(何れも宇振幅〉位から小さくなってゐる場合が少く

ない。 gpちνは 0.5より大きい場合が多い。又 S波の出現附近に於ても同様のとと
が認められる。そこで筆者は (10)式の μの値に封ずる ν=1.0及び、 ν=1.5の場合

の計算を迫力日した。第1固は ν及び、 μの異るイ直に釘ーする地動及、びそれに依って誘致

された地震計の運動を示す。之に依って地震記象を以て直ちに地動とすることの如何

に危険なるかを知るととが出来る。第 1固より地震記象上の初動の大いさと地動の初

動の大さとの比~及び位相の遅れれt を求め第 2 固に之を国示する。~は μ が大

になると共に減少するが νに依る愛化は割合[c少い。之を;地艶を阜に正弦運動と仮

定した場合のもの広比べ答と，相営に趣を異にしてゐる事が分る。位相の遅れ Ph を

秒で表すには ω で割れば、よい。第1表は賞用上利用され得る様に作られたものでF

第2固から讃取られた値である。

ー {98 ) 
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第 1箇

国
(

B

)第 1園 (B)は第1国 (A)に封し
横軸:1.3倍，縦軸 5.2倍に横大して
重かれてゐる o何れも鮎線は地動，

賀線は拙針の運動を表す。
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第 3 園

/ 括弧を附せるは α1/α2¥
(縦軸の値 ) 
¥ 括弧を附せざるは〆ノ
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賃線は αJα2，駒線は 1" を表す
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喝の表
保 1 表 p， iJ を周ひて地及び Ph， を求める表

ハ
HCmwν

¥μ0.1  1:0.2 1:0.3 ， 0.4 ，. 0.5 ， 0.6 ， 0.7 I 0.8 I 0.9 1 1.0 11.1 1 1.2 11.3 11.4 1 ]尽 I1台1.7I 1.8 I 1.9 I 2.0 
二ふ一一一ー一一一ーし→ι二L一二二|一→一一一一一一二二一|一一二二ーに;一一一二二|二~!二L
0.1 1 0.92 110.84 1 '0.71 1 0.71 1 0.65 1 0.60 f 0.54 1 0.50 1 0.4ヨ 0.421 0.39 1 0.36 1 0):3 1 0.31 1 0.29 1.0.27 1 0.25 1 0.24 1 0.22 1 0.20 

0.5 1 0.92 1 :0.位'0.1'71'0.711 0.66 1 0:6() 1 0.55 1 0.51 1.0.47 1 0.44 1 0.41. 1 0.39 1 0.36 1 0.34 1 0.32 1 0.31 1 0.29 1 0.28 1 0.26 1 0.25 
2 

1.0 1 0.93 、0.8710.8110.75 1 0:7.β0.65 1 0.61 1 0.57 1 0.54 1 0.50 1 0.48 1 0.46 1 0.44 1 0.41 1 0.39 1 0.37 1 0.36 1 0.34 1 0.33 1 0.32 

1.5. '10.9810.920.88O.8510.810.76 1 0.72 1 O.6810.6410.6o r o.57: 10.55 1 0.5210.5010 48. 1 0.46 1 0.450.430.41O.39 

P/&の表

0.1 -1 0.08 I 0.15 1 0.22 1 0.29 1 0.36 1 0.41 1 0.47 1 0.52 1 0.57 1 0.61 1 0.66 I 0.70.t1 0.741 0.78 1，0.82 1，0.85 1 0.88 I 0.92.1 0.95 1 0.99 

021 0.08 1 '0151 0.22 1 0.28 1 0.35 1 0.40 1 0.45 1 0.50 1 0応 0.591 0.63 1 0.67 1 0.70 1 0.74 1 0.78 1 0.82 1 0あ 0.891 0.93 1 0.96 

0.3.1 0.07 1，0.14 1 0211 0.2i 1 0.33 1 0.38 1 0.45 1 0.47 1 0.51 1 0.55 1 0.59: 1 0.63 1 0.67 1 0.71 1 0.74 1 0.78 1 0.82 1 0.86 1 0.89 1 0.93 
e 

0.4 1 0.07 1"0.14 1 0.20 1 0.2~) 10.31 1 0.35 1 0.39 1 0.43 1 0.47 1 0.51 1 0.55: 1 0.59 1 '0.63 1 0.67 1. 0.71 10.75 1 0.78 1 0.82 1 0.86 1 0.90 

0.5 1 0.07 1.0.14 1 0.20 1 0.26 1 0.30 1 0.34・0.371 0.39 1 0.41 1 0.44 10.46 1 0.50 1 0.5壬 0.601 0.65 10.70 1 0.74 r 0.78 1 0.83 1 0.87 

1.0 1.0.08 1 '0.13 1 0:19 1 0.24 1 0.29 1 0.32 1 0.34 1 0.36 1 0.37 1 0.39 1 0.41 1 0.44 1 0.47 1 0.50.1 0.55 10.60 1 0.6> 1 0.70 1 0.75 1 0.80 

1.5 1 0.060.11 1 0.16 1 0.21O 25 1 0.28 1 O.3010.310.3310.34 1 0.35 1 0.37104o 1 0.44 1 0.43 1 0.5210.5510.5810.610.63 



第 2 表 p'及び α11αzを用ひて p，vを求める表(普通数字は p，ゴヂツク数字はり

(
H
C
U
)
 

hk 0.1 0.2 O.B 0.4 0.5 0.6 0.G5 0.7 0.75 0.8 0.85 0.9 0.95 1.0 1.05 1.1 1.1.5 1.2 1.25 一
0.35 

0.212 0.322 0.435 
0O .05465 3 
0.661 0.728 0.780 0.850 0.910 0.980 1.040 1.105 1.167 C 1G2230 5 

O.位。 oω3 O.ω7 O ω3 。ωooωo O.侃7。ωo0070 0.062 0.050 。ω9

0.4 
0.100 0.2CO 0.318 0.426 0.532 0.650 0.720 0.780 0.852 0.916 0.992 1.058 1.131 1.196 1.295 1.342 1.404 1.472 1:541 
0.040 0.0位 oωr 0.116 0.147 0.1併 0.2'∞ 0.208 0.210 0.205 0.193 0.1位 0.166 0.152 0.136 0.117 O.H沼 0.086 0.068 

0.45 
0.098 0.2∞ 0.311 0.415 0.522 0.640 0.713 0.773 0.855 0.923 1.010 1.080 1.1Gu 1.230 1.310 1.389 1.460 1.530 1.602 
0.082 0.114 0.149 0.188 0.230 0.275 0.298 0.313 0.323 0.324 0336 0308 0.292 0.275 0256 0.235 0.215 0.196 0.175 

05 
0.096 0.201 0.306 0.408 0.511 0.630 0.707 0.770 0.859 0.930 1.025 1.100 1.2GO 1.276 1.375 1.459 1.535 1.612 1.688 
0.128 0.164 0.205 0.252 0.304 0.3臼 0.398 0.420 0.440 0449 0.448 0.445 0432 0.415 0389 0363 0335 0.307 0.282 

0.55 
0.095 0.200 0.n02 0.401 0.503 0.624 0.700 0.768 0.860 0.940 1.039 ] .121 1.2.':0 1.319 1.441 1.540 1.62G 1.708 1785 

0.163 0.199 0243 0293 0.358 0.433 0.476 0.506 0.535 0.550 0.557 0.555 0.542 0.524 0.491 0.458 0.430 0.399 0.370 

0.6 
0.094 
00.21398 4 0.300 

0.397 0.500 0.618 0.696 0.765 0.862 0.945 1.065 1.160 1.290 0163994 6 
1.55C l.fi56 1.742 1.832 1.900 

0.192 0.282 0.339 0.407 0.492 0.552 0.603 0.675 0.724 0.752 0.755 0.733 0.620 0564 0518 0制。 0.447 

0.7 
0.092 0.194 0.294 0.390 0.492 0.606 0.682 0.761 0.865 0.960 1.100 1.220 1.390 1.536 1.792 1.940 
0.250 0.297 0.350 0.408 0.481 0.597 0.715 0840 0.945 0.990 1.014 '.016 0.981 0.948 む邸8 0.7位

0.8 
0.090 0.19] 0.288 0.381 0.480 0.586 0.666 0.756 0.865 0.968 1.130 1.288 1.525 1.72f) 
0.300 0350 0.403 0.468 0.575 0.772 0.936 1.055 1.151 1.223 1290 1.318 '.310 1.272 

1.0 00.30892 0 
0.188 0.28u 00..5367G 7 

0.456 0.556 0.644 0.740 0.865 
0.4お 0.490 0.750 1.046 1.218 1.382 1540 

1.2 
0.088 0.182 0.265 0.342 0.420 0.521 0.620 一 ~ 一O制4 0.507 O.印2 0.767 0.100 1.3∞ 1.510 

1.5 
0.086 0.172 0.245 0.318 0.380 0.490 . 一0.538 0.642 0.768 0.953 1.241 1.535 

2.0 
0.082 0.163 0.230 0.280 0.348 
O.飽O 0.776 0.935 1.225 1.434 



次にρ'?3?とむられは地震計の固有週期，TRは地震記象上の週明で批では第. 

2番目の学週期gpち第 2の山の稽積時間の 2倍を用ふる。 μ(==:互=μ竺豆であるか
1'0 ' Te 

ち第 1 園より〆の曲線を求める事が出来る。第、3 園は ~pち之である。叉地震記象の
第1振幅と第2振幅との比 αdα2を同固に示す。更に第3園より使用に便たらしめる

ため縦軸に v横軸に μ をとり〆及び、 α1/αzのイ直の等ーし曲線を作り之を第4固に示

す。第2表は之を表に直したのである6

故に結局地震記象より〆及び、 αdα2を求めさえすれば、第4園或ひは第2表より h

vが分り，之より (1)式の様に仮定した地動の常数 α'及びその週期 Teが興へられ

る事になる。更に第2固或ひは第1表より m，Ph が得られ従って初動附近の振幅及
び位相の遅れ等が求められる。

上速の結果を昭和6年2月 20日，日本海北部に起った深護地震に就いて庭用じて

みよう。本地震は就に和建，石川雨氏に依って精しく調べられてゐるが第二振幅が読

取られてゐたいので，記象紙思しを拝借して第3表に示す様危イ直を得Jる事が出来た。

倫同表に本計算に依って求めた結果を示す。とれに依ると現在の方法で求めた地動の

初動の大さmは従来使用されてゐたととろの車に基本倍率で割った初動の大さ Aに
第 3表 日本，海北部地震

ぷそ αl(A) α:/α2 TR p' m S21 Z . 
U p α』 α 

一 一 戸.

N 27μ 1 
sec 

530 
討eC

れ輪 島 0.43 3.16 0;63 0.26 0.74 0.53 3.70 1.70 0.44 : 

U 450 0.60 2.14 0.43 0.37 0.44 0.69 652 2.2 (?) 2.85 1.04 

塞 北 W 21 0.31 3.64 0.69 徴小 Ca.0.8 4.18(?) 

U 86 0.34 3.64 0.69 微小 Ca.0.8 4.18(?)I， 

若君 幌 、!v 437 :0.34 -3.24 0.50 0.04(?) 0.55 0.6] 717 3.58 .1.75 0.07(?) 
‘' 

パ ラオ S 60 0.47 3.14 0.79 0.37 0.91 0.76 79 3.64 1.73 0.64 

U 38 0.31 2.52 1.26 徴小 Ca. ].51. 一 3.0 (?) 2.09 

札 幌 N 700 0.57 3.18 0.76 059 0.89 0.48 1460 3.75 1.68 0.99 

D 1021 0.57 2.40 0.53 0.40 0.54 一 2.43 2.58 1.03 

岐 一阜 ーU .103 0.34 350 1.03 0.03(?) 1.20 0.63 164 4.11 ;1.53 、0.05

大 五j) S 292 .0.49 3.46 0.87 0.42 1.05 0.42 694 4.23 1.50 0.62 

w 92 0.30 4.54 0.95 徴小 1.09 一 一 5.24' 1.20 一
' 

p品，.，. ，崎 S 111 0.92 3.92 戸0.63 1.04 0.63 0.64 173 3.90 1.61 1.67 

U ，140 0.85 3.42 0.57 0.75 0.55 0.65 215 3.3 (7) 1.90 1.42 

高 '知 S 176 0.85 4.64 0.93 1.50 1.50 '0.48 . 370 7.5 (?) 0.84 1.25 

N 32 0.74 2.96 0.59 0.64 0.59 0.64 一 . 2.95(?) 2.131-1.37 
， U 268 。:72 4."24 0:85 1.08 1.10 ‘0.49 505 5.38" 1.171 1.26 
大阪 U250 "0.63 1.28 '1.34 0.74 0.23 0:89 280 1.08-

(104) 



ω|α  

比べて一般に遥かに大きい占これは;直営危初頭僚件の下に (2)式を積分して x=f(cp)

密得，記象紙かP固形的に積分し之地動の大さを求める方法に依っても度々得られて
むる結果である占週期の方は大した変りはないが一般に本計・算に依る方が値が大き

い。このととは第4国を見れば直ちに首肯される。 gpち μfが 0.7より小さい時は

44の値は仇のだM 足って 1より大或ひは小となるが 0.7よりも大きく
おるととの比の値は益々 1より小になるo lliPち記象上の見掛の週期は真の地動の週期

よりも小さくなる。 E火に αィであるが (1)式の仮定が正しいとするならば αは営然f!lil

疋の地震に依って決定される常数となることが議期される。然るに結果はこの議想を

杢く裏切ってゐる己果して d は各々の地震に依って定まる常数とはならないものだ

らFうか，更に別の地震に就いて験べてみよう。

!第2の例として昭和6年6月2日p本州、i中部益田川流域の深護地震た就いて庭用し
℃みる。前述の日本海北部の地震がその規模に於て日本附近の深夜地震中最大とされ

τゐるに反し，本地震の規模は至って小さく遠地観測所の報告をみても反射波 pP等
の相は殆E検出されてゐたい。ざて験測した結果を第4表に示す。との場合は前者と

異り週期が甚だ短い。倍率mは 1K略と等しく 4 とmとは大した相違はたい。
之は地動の週期が地震計の週期に比べて割合に短いので，地震計がすべて長週期計と

して働いたため，真の地動にili:ぃ記象が得られたのであらう o J験測した範圏内でαの

値は最も小さいのが長野の南北動の 0.16，最も大いのが高知の上下動の 5.63，であっ

て前同様相営にばらついてゐる，而して一つの観測所に於ける東西，南北1上下動に

封ずる αの値を比較してみると略と等しい値となるとともあるが，異った値と主主ると

とろもある。更にαの地方的分布を験べてみたが別に著しい傾向を見出すことは出来

廷かったコ;さてαの値は地方的に相営に愛化する事を知ィコたから其の原因とも思はれ

こる三の事柄に就いて考察してみる。 三

}" (i) (1)式の仮定が正しくないこと

(ii)総べて ψ::::;5 として計算したこと も : 

::(u.i)同」震源から設せられたものでも，各観測所附近の局所的地質構治等の差異に

依て特有の振動を起し，地震計はとの運動を記録してゐる事。

との中心)は問題外である。共の他国鰻摩擦等の影響を無視してゐるζ とも考:-0.--な

( (105，) 



第 4:表 盛田川中流域の地震

|ぷト(.A)仇日 v' 1 P f¥呪 Z ω|αl 
岐、阜 E 37μ 0.421 0必 0.111 0 ∞ 0.111 0.921 4μ 0 0.441 14.31 0部:

N 8 1 3.031 1.131 0.28 一一一一一一一

D 20 1 1.201 0.941 0.281 0.581 0.281 0.781 2561 0.951 6.61 3.82 f: 
輪島 D.99 1 0:661 .0.581 0.201 0.271 0.201 0.841 1181 0.581 10.81 3.Cl ~ 

E 10 1 0.431 0.411 0:131 0.071 0.131 0.881 1181 0.421 15.01 1.05 

S 57 1 . 0.441 0.2] 1 0.071 0.061 0.071' 0.951 601 0.221 28.611.82' 

高知 U51 1.211 0.551 0.111 0.451 0.101 0.921 51 0.501 12.61 5.63 

豊岡 D150 1 0.701 1.541 0.451 O. 41 0.441 0.481 3121 1.51 4.21 1.85 I 

E η0.971 1向。3210.491' '0.301 0.771 1001 1.171 5.41 2.62 ~ 
彦根 N47026141i O糊/ゆ0.3 一一 1.51 . 4.21 . -li 

D 174 1 0.661 1.071 0.211 0.281 0.2]1 0.831 2101 1.051 . 6.01. 1.68 ~ 

札幌 E 9 1 0.191 0.941 0.26微小OaO.26 一一 0.971 6.51 -I! 
N 37 1 0.431 1.381 0.331 0.131 0.3510.741 501 1.471 4.31 0.561: 

洲本 E 11 1 0.421 1.161 0.231 0.081 0.24ICaO.8 1 131 1.201 5.21 0.42 

N 9 1 0.861 1.391 0.301 0.431 0.291 0.771 121 1.341 4.71' 2.02 

D 15 '¥ 0.631 1.161 0.271 0.291 0.271 0.791: 191 1:161 3.71 1.0711 

繭島 E 49 1 0.541 1.381 0.271 0.221 .0.271 0.791 . 621 1.381 4.61 1.00 fi 

N 41. 1 0.481 1.481 0.371.0.211 0.371 0.731 561 1.481 4.31 0.89 

長野 U109 1 0.601 1.201 0.321 0301 0.32r 0.761 1431 1.211 5.21 1.53 t. 

E 82 1 0.641' 1.151 0加 0.3110.301 0.771 1071 1.121 5.61 1.73 E 

N 20 1 0.351 1.151 0.311 0.031 0.321 0.751 271 1.181 5.31 0.16 
• I _~ __ I _ __1 _ __1 

亀 山 N 26 1 1.001 1.141 0.271 0.471 0.251 0.801 321 1.081 5.81 2.74 

E 241. 0.531 1.361 0.321 0.241 0.321 0.761 311 1.351 4.61 1.11 ~ 

D 102'/ 0.53/ f911 0.221 0.191 0.221 0.821 1231 0.921 6.91 1.3111 

銚子 W 22 l' 0.661 1.5 1 0.211 0.281 0.211 0.831 261 1.511 4.21 '1.15Ii 

N 6 1 0.441 0.9 1 0.231 0.101 0.231 0.821 71 0.901 7.01 0.70 

D 271 0.471 1.2 1 0.351' 0.191 0.361 0.731 371 1.221 5.11 0.97 

潮抑 W 91 0.431 1.771 0.511 02010:541 0.631 . 151 1.891 3.31 0.661 

宮崎 U 16 1 0.661 1.8 1 0.271 0.311 0.2710.791 201 1.791 3.51 1.101 

N 9 1 0.741 1.661 0.301 0.3710.291' 0.781 121. 1.631 3.91 1.431¥ 

S 10 1 0.621 ].4 1 0.241 0.2610.241'0.811 ' 121'1421 .4;41 1.151' 

秋田 W45I 0.371 2.061 0.491 0.091 0.541 0.631， 721 2.271 2.81. 0.25'~ 

E 41 1 0.401 1.871 ，0.401 0.121 ，0.43.1 0.691 601. 2.031 3.11 0.37 

U 152 1 0.581 1.481 0.5]1 0.401 0.521 0.7112141 1.511 4.21 167 

(106 ) 



ザれば註らないが，との種の歓陥は精しく追求すればする程際限がない。 (ii)は更に

のの異った値を奥へて計・算を施せば直ちに分るととであるが，本文には共庭迄計算を

銭張してゐ泣い0'唯旬=10， v = 1 (f:)~場合と句=5 ， v=lとの場合を比較してみて (ii)ゐ
の影響は決して無視出来ない様に思はれた。 (iii)は各地の地盤の問題に考慮されてゐ

るととで以上の中最も重要左役割を友すものと思はれるが， -'0の観測所に於ける東

西南北上下動に依るαの値が以上の結果では必宇しも一致しないので未だ之等に封し

て何等の断定をも下すことは出来ぬ。

(4)結語本文には地震記象から第 1，第2牛振幅の大さ並びに見かけの週期を議

取るととに依って，民の地動の初動附近の様子を知る割合に簡単な方法が述べてあ

る。併しながら計算の煩雑のために上述の目的のために作られた園表の使用範閣が限

定されてゐるのは甚だ残念で、ある。将来もっと完全た国表の製作が望ましい。

長の地動の初動の大さ並びに週期を求めるには，地震記象から以上述べた三つの佐

を知れば充分であるが，讃取りの誤差等を防ぐために更に第3牛振幅を用ふる事は有

益であるコ之は (1)式の仮定の是非を論宇る手掛のーっともなる。筆者は第4固と同

様な α1/'α3，α2/α3の国を作って，之等を上述の地震に趨用してみたが，別に興味ある

結果は得られなかうた。

ヨたに現在の方法の扶黙とも思はれるものは賓際の地震記象に於て，深護地震の特別

の場合を除いては，第1第2牛振幅を明瞭に讃取り難い事である。初動附近が複雑友

幸老後地震に於ては特にとの感を深からしめる。

最後に柊始懇切な御指導を賜った和達先生並び、に種々の便宜を輿へて下さった本墓

地震掛の諸先生に厚く感謝致します。

(1)例へば本多:中・気・欧・桑・第四巻 p.185，同第七巻 p.257，鷺坂:験・時・第六巻 p.15~ 

骨花:験・時・第七巻 p.71，本多・鷺坂・竹花:験・時・第七巻 P.375，河角:地震・第四巻・

第十一蹴，同第五巻・第五披，同第六巻・第五競，同第六巻・第一腕等， (2) H. P. Berlage: 

Jahrsber. Schweiz. Erdbebendiensも(1923)Anhang或は Handbuchder Geophysik. 

IV(1930) 368-372，或ひは Lehrbuchder Geophysik. p. 234. (3)和建，石川1;中・気・欧・

嚢・第七巻p.291(1933)， (4)例へば験震時報第八巻・第一披 p.26，(5)本地震に就ては棚橋

嘉市〈海と空第十一巻・第十二競)，河角庚(地震，第四巻・第十一説〉雨氏の論文あり。
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